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Anniversary

■ 会長挨拶 /今野文明 会長
　いよいよ 6 月も後半、本年度もあと半月を切り例会も残すところ本日を入れあと 2 回となり
ました。
　今週末 21日から、台湾高雄北区ロータリークラブ創立 50周年記念会長交代式へ 17名で行っ
て参ります。
　本年度、創立 50 周年迎えるクラブ会長として、クラブをお預かりさせて頂きこの一年間を問
題なく終了させることだけを第一に考えてきましたが、皆様のご尽力のお蔭で何とかこうして無
事に終わろうとしていることに心より感謝申し上げます。
　三週続けて話しますが、二つ目です。デラクルーズ選手の姉が病気で亡くなった時でした。
大切な試合が続いていたので、誰にも言わず試合に出続けました。姉との最後の約束は、大谷
選手から必ず「ヒット」を打つことでした。対戦の時が来ました、しかしバットにかすりもせず、三振でした。試合後、デラクルー
ズ選手は無意識のまま、ドジャースのクラブハウスへ行きスタッフへ大谷選手と会いたいと言いました。相手チームの選手が、
相手のクラブハウス来るのは有り得ないことなので、スタッフもビックリしたと思います。
　大谷選手に初めて姉が亡くなったことを話しました。そして姉と、大谷選手からヒットを打つ約束をしたことを泣きながら
話しました。大谷選手は、真剣に最後まで話を聞いてくれました。その後大谷選手は「お姉さんは、貴方に感謝しているよ、
そして貴方のことを誇りに思っているよ」と言ってくれました。大谷選手は姉を亡くした自分のことを慰めるのではなく、姉
の気持ちを伝えてくれたことに感動し、大谷選手の胸であの 198cmの大男が号泣したそうです。
　三つ目は、昨シーズン、大谷選手とデラクルーズ選手ともにオールスターゲームに選ばれました。デラクルーズ選手はド
ミニカ共和国の小さな村から母親を招待しました。母親は、初めてアメリカへ来ました。母親を大谷選手へ会わせたくて二
人で試合後、ナショナルリーグのクラブハウスへ行きました。大谷選手は囲み取材中でしたが、二人を見つけると中断して走っ
て来てくれました。すると母親の労働で苦労した小さな手を両手で包み「デラクルーズ選手の成功は、お母さんの支えが有っ
たからです。そして彼の活躍は、お母さんが居るからです」と言いました。その後、お母さんはこう言いました「息子が大
谷選手に憧れているのは知っていましたが、こんな素晴らしい人で、私も大ファンになりました。そして私のことまで褒め
てくれた言葉は一生忘れない宝物になりました」
　三週続けて大谷選手の話をしましたが、私が思う大谷翔平選手とは、立場も変わり、環境も変わり、収入も変わり、世界
で最も有名な野球選手なっても、人への接し方は、全く変わらない。彼は、肩書で人を見ない。スタッフだろうと、子供だろうと、
スポンサーだろうと同じく、人を大切にする。特に以前お世話になった人を忘れない。ある意味、スターらしくない。
　私の結論は、愛される理由はホームランでも剛速球でも記録でもない「人を大切にする事」だからみんなが応援し好きに
なるのかなと感じました。

■ 四つのテスト/ 西川　昇 会員
 　「言行はこれに照らしてから」
　　真実かどうか
　　みんなに公平か
　　好意と友情を深めるか
　　みんなの為になるかどうか
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■ お客様
 ・藤代謙二 様（公益信託千葉西ロータリークラブ青少年育英基金信託管理人）
 ・様（同　運営委員）
 ・相川敬 様（千葉中央RC）
本年度は創立 50 周年おめでとうございました。今月に訪問される姉妹クラブ台湾
高雄北区RCも 50周年と同じだそうで、重ねておめでとうございます。
私の仕事は海の関係です。米国イランの海峡の問題で揺れておりましたが終結した
とのニュースがあり、自由航行ができることを期待しています。マスコミがだいぶ騒いでおりましたが皆
さんは経営者です。正確な情報を把握し、あまり慌てず自分なりのペースで仕事をされるのが大切今回
の件で強く感じました。ロータリーでも一喜一憂せず、自分のクラブで楽しい時間が過ごせたらと思いま
す。一年間ありがとうございました。

■ 幹事報告
例会前に、公益信託千葉西RC青少年育英運営委員会が開催されました。
・次年度の新たな奨学生 2名が決定しました。
・新しい公益法人に移行する手続きを進めます。
・花光会員に長らく運営委員長を務めていただきましたがこのたび勇退され、渡辺会員が新委員長に内
定となり次回の委員会で正式に決定する予定です。
≪花光和久青少年育英運営委員長　挨拶≫
長年にわたり委員長を務めましたがヨタヨタしてきましたため（笑）50 周年で活躍していただいた渡辺
会員へ後を託したいと思います。お蔭さまで無事に務められましたこと感謝いたします。公益信託も法制
度の改正によりいろいろと手続きがありそうです。手腕のある渡辺委員長に活躍いただけたらと思います。

■ 委員会報告
WRGゴルフ同好会
6月11日に佐倉カントリークラブ、記念すべき100 回大会を開催いたしました。
優勝は西川会員、準優勝は飯高会員でした。年間チャンピオンは飯高会員、準優勝は野口会員おめでと
うございます。

■ 一年を顧みて　ロータリー財団・学友委員長　中村武弘
ロータリー財団委員会は「感謝 50 周年歴史と浪漫そして未来への挑戦」をテーマに掲げ、クラブ会員
の皆さまと協力して奉仕活動と財団支援の両輪を推進し年度を通して、支援金の拡充、財団活動のクラ
ブへの理解促進などを目標としましたが私自身の力不足で達成できなかったことが多く、年次基金への
寄付金活動も委員の皆様や親睦委員会の皆様に頼り切りで申し訳ない限りです。補助金申請に関しまし
ても 50 周年実行委員会にお任せしてしまい、こちらも大変申し訳なく思っております。最後に会員の皆
さまのご理解・ご協力のおかげで、一年終えることができ心より感謝申し上げます。

■ 一年を顧みて　米山記念奨学・学友委員長　飯高喜代志
飯高喜代志　委員長　が　休会の為　代わりに藤崎が　代読いたします
2025-26 年度　米山記念奨学・学友委員会のメンバーからご紹介します
委員長　飯高喜代志　　副委員長　花嶋　実・小松喜久子　　委員　山本康昭・藤﨑泰裕　　兼任委
員　菅野友博　　　各会員です
●活動方針
　①　ロータリー米山記念奨学会の事業への理解
　②　米山奨学生への卓話依頼
　③　米山奨学委会豆辞典の活用方法を考える
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■次週プログラム■次週プログラム

　6月23日（火）休会　6月23日（火）休会

　6月30日（火）会長幹事慰労激励会　6月30日（火）会長幹事慰労激励会

　18：00点鐘　京成ホテル ミラマーレ　18：00点鐘　京成ホテル ミラマーレ
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■ ニコニコBOX
 ・千葉中央RC　相川　敬様…会長・幹事、年間お疲れ様でした。今年は周年事業もあり多忙の年度でしたね！
 ・吉野…良いことがありますように。
 ・海寶…相川直前ガバナー補佐、ご来会ありがとうございます。
 ・西川…WRG優勝しました。ハンデに恵まれて。
 ・藤崎…治代さん、藤代先輩お誕生日おめでとうございます。
 ・今野…本年度 39回目の例会です。先週WRG第 100 回記念大会が開催されました。
　　　　優勝は西川さん、年間総合優勝は飯高プロ、準優勝は野口アキ子さんでした。おめでとうございます。
 ・花光…青少年育英運営委員の皆様、本日はありがとうございます。
 ・賀来…明日で結婚 31年目となります。
 ・依田…１年間ありがとうございました。無事親睦活動委員会の行事も全て終えることが出来ました。
 ・北村…予祝です。残りわずかとなりましたが宜しくお願いします。
 ・桜井…相川前ガバナー補佐、ご来会ありがとうございます。
 ・中村…一年間寄付金活動にご協力いただきありがとうございました。

●活動計画
①米山記念奨学会の事業を会員の皆様への理解をより深める為 10月の米山月間に地区の米山奨学生を招き卓話して頂く
②毎月第三例会前に寄付の受付を実施する
③寄付目標を1人 15,000 円とする
活動計画は　10 月に中国からの留学生　ソン　チャンシュさんを招き卓話いただき　寄付受付も毎月行いました　寄付い
ただきました会員の皆様へ御礼申し上げます
ほぼ計画通りに終わりそうですが　活動方針のロータリー米山記念奨学会の事業への理解と米山奨学委会豆辞典の活用方
法を考えるが　出来ずに終わってしまいました
私事上により休会となりましたので　目立った活動も出来ず大変申し訳ございません

■ 一年を顧みて　会計　大森　薫
会計：大森薫 副会計：高橋健一郎
今年度、今野年度の会計を担当いたしました大森ですが、私は会計担当というより50周年記念事業の
副委員長的なポジションで1年間を動いてきました。
従いまして、役員構成上では会計ですが、実質的な今野年度の会計は高橋健一郎さんですし、1年間の
現場ではほとんどが高橋さんにやっていただきました。
＜大森の役割＞
①従前 50周年委員会で既に動いていた記念事業（ジョイントコンサート）を引き継いだ
②新 50周年海寶推進委員長のサポート役：方針・推進委員会組織・委員会の進め方・委員会会場の確保・議題の作成・
計画の進め方・日程スケジュール作成調整等々
③本会計の予算建協議と50周年記念事業に関る本事業の会計部分は50周年事業とした
　・今野年度の会計業務➡高橋副会計、4半期ごとの収支報告➡大森
④50周年記念事業組織での会計は高橋さんですが、大森が担当した。
⑤50周年収支報告を複式簿記に直し、資金を確認できるようにした。
RCの会計業務は「資金を正確に管理し、節約に努め、会員の実質負担の軽減を目標に、資金管理の内容を明確に、且つ、
タイムリーに会員に知らせる。」という方針です。
当初の正副会計の役割は全く逆になってしまいましたが、本会計の予算と50周年の予算・収支決算について千葉西RCが
当初持っていた資金を臨機応変にかつ有効に活用でき、次年度以降に資金を残すことができました。


